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(57)【要約】
【課題】圧縮機において、２段目圧縮機本体の圧縮部へ 
のドレンの流入を抑制するとともに流路配管の大型化を 
抑制する。
【解決手段】圧縮機は、空気を圧縮する１段目圧縮機本 
体１０と、１段目圧縮機本体１０で圧縮した空気をさら 
に圧縮する２段目圧縮機本体と備える。２段目圧縮機本 
体２０は、吸気口２１および吐出口２２が設けられたケ 
ーシング２３と、ケーシング２３内に設けられ、吐出口 
２２と連通し、空気を圧縮する圧縮部２４と、ケーシン 
グ２３内に設けられ、吸気口２１および圧縮部２４と連 
通し、空気からドレンを分離するための所定の大きさの 
流路断面積を有する分離部２５とを備える。
【選択図】図２

審査請求　未請求　請求項の数　11　　ＯＬ　（全13頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ガ ス を 圧 縮 す る １ 段 目 圧 縮 機 本 体 と 、
前 記 １ 段 目 圧 縮 機 本 体 で 圧 縮 し た 前 記 ガ ス を さ ら に 圧 縮 す る ２ 段 目 圧 縮 機 本 体 と
備 え 、
前 記 ２ 段 目 圧 縮 機 本 体 は 、
吸 気 口 お よ び 吐 出 口 が 設 け ら れ た ケ ー シ ン グ と 、
前 記 ケ ー シ ン グ 内 に 設 け ら れ 、 前 記 吐 出 口 と 連 通 し 、 前 記 ガ ス を 圧 縮 す る 圧 縮 部 と 、
前 記 ケ ー シ ン グ 内 に 設 け ら れ 、 前 記 吸 気 口 お よ び 前 記 圧 縮 部 と 連 通 し 、 前 記 ガ ス か ら ド レ  
ン を 分 離 す る た め の 所 定 の 大 き さ の 流 路 断 面 積 を 有 す る 分 離 部 と
を 備 え る 、 圧 縮 機 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 分 離 部 は 、 前 記 圧 縮 部 の 下 方 に 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 圧 縮 機 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 分 離 部 の 流 路 断 面 積 の 前 記 所 定 の 大 き さ は 、 鉛 直 方 向 に 垂 直 な 断 面 に お い て 、 前 記 ガ  
ス の 流 速 を 終 端 速 度 以 下 に す る 大 き さ で あ る 、 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 圧 縮 機 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 分 離 部 は 、 中 心 軸 を 有 す る 円 筒 状 で あ り 、
前 記 分 離 部 に 対 す る 前 記 吸 気 口 の 吸 気 方 向 は 、 前 記 中 心 軸 に 向 い て お ら ず 、 前 記 分 離 部 を  
構 成 す る 円 筒 状 の 内 面 に 向 け ら れ て い る 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の  
圧 縮 機 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 圧 縮 部 は 、 内 部 に 圧 縮 室 を 画 定 す る 圧 縮 壁 を 備 え 、
前 記 圧 縮 壁 は 、 前 記 ガ ス を 前 記 圧 縮 室 に 導 入 す る 導 入 口 を 備 え 、
前 記 導 入 口 お よ び 前 記 吸 気 口 は 互 い に 直 視 で き る 位 置 関 係 に な い 非 直 視 流 路 構 造 を 備 え る  
、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 圧 縮 機 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 非 直 視 流 路 構 造 は 、 前 記 導 入 口 と 前 記 吸 気 口 と の 間 に お い て 、 前 記 吸 気 口 か ら 前 記 導  
入 口 へ と 直 線 的 に 向 か う 前 記 ガ ス の 流 れ を 阻 害 す る 邪 魔 板 を 有 し て い る 、 請 求 項 ５ に 記 載  
の 圧 縮 機 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 ケ ー シ ン グ 内 に 前 記 分 離 部 で 分 離 し た 前 記 ド レ ン を 貯 留 す る 貯 留 部 が 形 成 さ れ て い る  
、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 圧 縮 機 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 分 離 部 と 前 記 貯 留 部 と の 間 に 多 孔 板 を 備 え る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 圧 縮 機 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 貯 留 部 は 、 前 記 ド レ ン に 対 す る 耐 腐 食 性 能 を 有 し て い る 、 請 求 項 ７ ま た は 請 求 項 ８ に  
記 載 の 圧 縮 機 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 貯 留 部 が 形 成 さ れ て い る 前 記 ケ ー シ ン グ の 一 部 は 、 前 記 圧 縮 部 が 設 け ら れ た 前 記 ケ ー  
シ ン グ に 対 し て 着 脱 可 能 に 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ７ ま た は 請 求 項 ８ に 記 載 の 圧 縮 機 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 着 脱 可 能 に 構 成 さ れ た 前 記 ケ ー シ ン グ の 一 部 は 、 少 な く と も 前 記 貯 留 部 に お い て 前 記  
ド レ ン に 対 す る 耐 腐 食 性 能 を 有 し て い る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 圧 縮 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 圧 縮 機 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
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圧 縮 機 か ら 吐 出 さ れ る 圧 縮 ガ ス は 、 圧 縮 熱 に よ り 高 温 と な る 。 特 に ２ 段 型 圧 縮 機 の よ う に  
２ 段 階 で 圧 縮 す る 場 合 、 １ 段 目 圧 縮 機 本 体 か ら 吐 出 さ れ た 高 温 の 圧 縮 ガ ス を そ の ま ま ２ 段  
目 圧 縮 機 本 体 で さ ら に 圧 縮 す る と 、 圧 縮 ガ ス が 著 し く 高 温 に な り 、 圧 縮 機 が 熱 損 傷 す る お  
そ れ が あ る 。 従 っ て 、 １ 段 目 圧 縮 機 本 体 か ら 吐 出 さ れ た 圧 縮 ガ ス は 、 冷 却 さ れ た 後 に ２ 段  
目 圧 縮 機 本 体 で さ ら に 圧 縮 さ れ る こ と が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
１ 段 目 圧 縮 機 本 体 か ら 吐 出 さ れ た 高 温 の 圧 縮 ガ ス を 冷 却 す る と 、 圧 縮 ガ ス 中 の 水 分 が 凝 縮  
し 、 ド レ ン が 発 生 す る 。 ２ 段 目 圧 縮 機 本 体 の 圧 縮 部 に ド レ ン が 流 入 す る と 、 圧 縮 部 に 錆 が  
生 じ る お そ れ が あ る た め 、 ド レ ン は 取 り 除 か れ る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
特 許 文 献 １ に は 、 １ 段 目 圧 縮 機 本 体 お よ び ２ 段 目 圧 縮 機 本 体 を 有 す る ２ 段 型 圧 縮 機 が 開 示  
さ れ て い る 。 １ 段 目 圧 縮 機 本 体 と ２ 段 目 圧 縮 機 本 体 と の 間 に は 、 イ ン タ ー ク ー ラ が 配 置 さ  
れ 、 イ ン タ ー ク ー ラ に よ っ て 圧 縮 空 気 を 冷 却 し て い る 。 こ の と き イ ン タ ー ク ー ラ で は ド レ  
ン が 発 生 し 得 る が 、 圧 縮 空 気 の 流 路 断 面 積 を 大 き く 確 保 し て 圧 縮 空 気 の 流 速 を 低 下 さ せ る  
こ と に よ り 、 圧 縮 空 気 の 流 れ に 乗 っ て ド レ ン が ２ 段 目 圧 縮 機 本 体 の 圧 縮 部 へ と 流 入 す る こ  
と を 抑 制 し て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ １ ７ ５ ９ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
特 許 文 献 １ の よ う に 、 圧 縮 空 気 の 流 路 断 面 積 を 大 き く 確 保 す る と 、 流 路 配 管 が 大 型 化 す る  
。 こ れ に 伴 い 、 流 路 設 計 の 自 由 度 が 低 下 し 、 設 置 ス ペ ー ス を 大 き く 確 保 す る 必 要 が 生 じ 、  
コ ス ト ア ッ プ に も 繋 が る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 、 圧 縮 機 に お い て 、 ２ 段 目 圧 縮 機 本 体 の 圧 縮 部 へ の ド レ ン の 流 入 を 抑 制 す る と と  
も に 流 路 配 管 の 大 型 化 を 抑 制 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 、 ガ ス を 圧 縮 す る １ 段 目 圧 縮 機 本 体 と 、 前 記 １ 段 目 圧 縮 機 本 体 で 圧 縮 し た 前 記 ガ  
ス を さ ら に 圧 縮 す る ２ 段 目 圧 縮 機 本 体 と 備 え 、 前 記 ２ 段 目 圧 縮 機 本 体 は 、 吸 気 口 お よ び 吐  
出 口 が 設 け ら れ た ケ ー シ ン グ と 、 前 記 ケ ー シ ン グ 内 に 設 け ら れ 、 前 記 吐 出 口 と 連 通 し 、 前  
記 ガ ス を 圧 縮 す る 圧 縮 部 と 、 前 記 ケ ー シ ン グ 内 に 設 け ら れ 、 前 記 吸 気 口 お よ び 前 記 圧 縮 部  
と 連 通 し 、 前 記 ガ ス か ら ド レ ン を 分 離 す る た め の 所 定 の 大 き さ の 流 路 断 面 積 を 有 す る 分 離  
部 と を 備 え る 、 圧 縮 機 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 ２ 段 目 圧 縮 機 本 体 に お い て 、 分 離 部 に よ っ て 圧 縮 ガ ス か ら ド レ ン を 分  
離 で き る た め 、 圧 縮 部 へ の ド レ ン の 流 入 を 抑 制 で き る 。 特 に 、 ２ 段 目 圧 縮 機 本 体 自 体 が 分  
離 部 を 有 し て い る た め 、 流 路 配 管 内 の 流 速 を 低 下 さ せ る 必 要 が な い 。 即 ち 、 ２ 段 目 圧 縮 機  
本 体 に ド レ ン が 流 入 し て も 、 ２ 段 目 圧 縮 機 本 体 内 で ド レ ン を 分 離 除 去 で き る 。 従 っ て 、 流  
路 配 管 の 流 路 断 面 積 の 大 き さ を 自 由 に 設 計 で き 、 流 路 配 管 の 大 型 化 を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
前 記 分 離 部 は 、 前 記 圧 縮 部 の 下 方 に 配 置 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 ド レ ン の 圧 縮 部 へ の 流 入 を 一 層 抑 制 で き る 。 分 離 部 で は 、 ド レ ン が 自  
重 で 落 下 し 、 ガ ス か ら ド レ ン が 分 離 さ れ る 。 そ の た め 、 分 離 部 で 落 下 す る ド レ ン が 圧 縮 部  
か ら 遠 ざ か る 方 向 に 移 動 す る こ と に な る た め 、 ド レ ン の 圧 縮 部 へ の 流 入 を 一 層 抑 制 で き る  
。
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【 ０ ０ １ ２ 】
前 記 分 離 部 の 流 路 断 面 積 の 前 記 所 定 の 大 き さ は 、 鉛 直 方 向 に 垂 直 な 断 面 に お い て 、 前 記 ガ  
ス の 流 速 を 終 端 速 度 以 下 に す る 大 き さ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 分 離 部 に お け る ガ ス の 流 速 を 終 端 速 度 （ 空 気 中 で 液 滴 が 自 由 落 下 す る  
際 に 空 気 抵 抗 と 釣 り 合 っ て 達 す る 最 高 速 度 ） 以 下 に す る こ と で 、 ガ ス の 流 れ に 逆 ら っ て ド  
レ ン が 落 下 で き る 。 従 っ て 、 ド レ ン が 圧 縮 部 へ と 流 入 す る こ と な く 、 ド レ ン を ガ ス か ら 分  
離 で き る 。 上 記 終 端 速 度 は 、 例 え ば ５ ｍ ／ 秒 程 度 に 設 定 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
前 記 分 離 部 は 、 中 心 軸 を 有 す る 円 筒 状 で あ っ て よ く 、 前 記 分 離 部 に 対 す る 前 記 吸 気 口 の 吸  
気 方 向 は 、 前 記 中 心 軸 に 向 い て お ら ず 、 前 記 分 離 部 を 構 成 す る 円 筒 状 の 内 面 に 向 け ら れ て  
い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 分 離 部 の 円 筒 状 の 内 面 に 沿 っ て ガ ス が 流 動 す る 。 圧 縮 ガ ス に 含 ま れ る  
ド レ ン は 、 当 該 内 面 と の 接 触 に よ り 内 面 上 に 付 着 し 、 内 面 を 伝 っ て 流 れ 落 ち る 。 従 っ て 、  
ガ ス か ら ド レ ン を 一 層 分 離 で き 、 ド レ ン の 圧 縮 部 へ の 流 入 を 一 層 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
前 記 圧 縮 部 は 、 内 部 に 圧 縮 室 を 画 定 す る 圧 縮 壁 を 備 え て も よ く 、 前 記 圧 縮 壁 は 、 前 記 ガ ス  
を 前 記 圧 縮 室 に 導 入 す る 導 入 口 を 備 え て も よ く 、 前 記 導 入 口 お よ び 前 記 吸 気 口 は 互 い に 直  
視 で き る 位 置 関 係 に な い 非 直 視 流 路 構 造 を 備 え て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 非 直 視 流 路 構 造 に よ っ て 、 吸 気 口 か ら 導 入 さ れ た ド レ ン を 含 む 圧 縮 ガ  
ス が 直 接 的 （ 直 線 的 ） に 導 入 口 に 流 れ る こ と を 防 止 で き る 。 従 っ て 、 ド レ ン の 圧 縮 部 へ の  
流 入 を 一 層 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
前 記 非 直 視 流 路 構 造 は 、 前 記 導 入 口 と 前 記 吸 気 口 と の 間 に お い て 、 前 記 吸 気 口 か ら 前 記 導  
入 口 へ と 直 線 的 に 向 か う 前 記 ガ ス の 流 れ を 阻 害 す る 邪 魔 板 を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 吸 気 口 か ら 吸 気 さ れ た ド レ ン を 含 む 圧 縮 ガ ス が 邪 魔 板 に 衝 突 し 、 ド レ  
ン が 邪 魔 板 に 付 着 す る 。 そ し て 、 ド レ ン は 邪 魔 板 を 伝 っ て 流 れ 落 ち る よ う に し て 圧 縮 ガ ス  
か ら 分 離 さ れ る 。 従 っ て 、 ド レ ン の 圧 縮 部 へ の 流 入 を 一 層 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
前 記 ケ ー シ ン グ 内 に 前 記 分 離 部 で 分 離 し た 前 記 ド レ ン を 貯 留 す る 貯 留 部 が 形 成 さ れ て も よ  
い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 貯 留 部 か ら ド レ ン を 回 収 で き る 。 従 っ て 、 ド レ ン 量 を 管 理 で き る と と  
も に 、 回 収 し た ド レ ン を 必 要 に 応 じ て 活 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
前 記 分 離 部 と 前 記 貯 留 部 と の 間 に 多 孔 板 を 備 え て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 多 孔 板 に よ っ て 貯 留 部 に 貯 留 さ れ た ド レ ン が ガ ス の 流 れ に の っ て 持 ち  
上 げ ら れ る こ と を 抑 制 で き る た め 、 ド レ ン へ の 圧 縮 部 へ の 流 入 を 一 層 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
前 記 貯 留 部 は 、 前 記 ド レ ン に 対 す る 耐 腐 食 性 能 を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 貯 留 部 が ド レ ン に よ っ て 錆 な ど の 腐 食 を 生 じ る こ と を 抑 制 で き る 。 圧  
縮 機 の ケ ー シ ン グ は 、 鋳 物 で 構 成 さ れ る こ と が 多 く 、 ド レ ン に よ っ て 錆 な ど の 腐 食 を 生 じ  
る お そ れ が あ る た め 、 耐 腐 食 構 成 は 有 効 で あ る 。 具 体 的 に 、 耐 腐 食 性 能 を 貯 留 部 に 付 与 す  
る た め に は 、 耐 腐 食 性 能 を 有 す る 塗 料 を 貯 留 部 の 内 面 に 塗 布 し て も よ い 。 ま た 、 ス テ ン レ  
ス な ど の 耐 腐 食 性 能 を 有 す る 材 料 で 貯 留 部 の 内 面 を コ ー テ ィ ン グ し て も よ い 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
前 記 貯 留 部 が 形 成 さ れ て い る 前 記 ケ ー シ ン グ の 一 部 は 、 前 記 圧 縮 部 が 設 け ら れ た 前 記 ケ ー  
シ ン グ に 対 し て 着 脱 可 能 に 構 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 貯 留 部 の 交 換 が 容 易 と な る 。 ま た 、 貯 留 部 を 圧 縮 部 と は 別 の 材 質 で 構  
成 で き る た め 、 貯 留 部 に 耐 腐 食 性 能 を 容 易 に 付 与 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
前 記 着 脱 可 能 に 構 成 さ れ た 前 記 ケ ー シ ン グ の 一 部 は 、 少 な く と も 前 記 貯 留 部 に お い て 前 記  
ド レ ン に 対 す る 耐 腐 食 性 能 を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ の 構 成 に よ れ ば 、 上 記 と 同 様 に 貯 留 部 が ド レ ン に よ っ て 錆 な ど の 腐 食 を 生 じ る こ と を 抑  
制 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 圧 縮 機 に お い て 、 ２ 段 目 圧 縮 機 本 体 の 圧 縮 部 へ の ド レ ン の 流 入 を 抑 制 す  
る と と も に 流 路 配 管 の 大 型 化 を 抑 制 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 圧 縮 機 の 概 略 構 成 図 。
【 図 ２ 】 ２ 段 目 圧 縮 機 本 体 の 第 １ 断 面 図 。
【 図 ３ 】 ２ 段 目 圧 縮 機 本 体 の 第 ２ 断 面 図 。
【 図 ４ 】 第 １ 変 形 例 に お け る ２ 段 目 圧 縮 機 本 体 の 断 面 図 。
【 図 ５ 】 第 ２ 変 形 例 に お け る ２ 段 目 圧 縮 機 本 体 の 断 面 図 。
【 図 ６ 】 第 ３ 変 形 例 に お け る ２ 段 目 圧 縮 機 本 体 の 断 面 図 。
【 図 ７ 】 第 ４ 変 形 例 に お け る ２ 段 目 圧 縮 機 本 体 の 断 面 図 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
本 実 施 形 態 の 圧 縮 機 は 、 オ イ ル フ リ ー 式 の ２ 段 型 ス ク リ ュ 圧 縮 機 で あ る 。 取 り 扱 い ガ ス と  
し て は 、 空 気 を 例 に 以 下 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
図 １ を 参 照 し て 、 圧 縮 機 １ は 、 １ 段 目 圧 縮 機 本 体 １ ０ と 、 ２ 段 目 圧 縮 機 本 体 ２ ０ と を 有 し  
て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 空 気 流 路 に お い て 、 １ 段 目 圧 縮 機 本 体 １ ０ と 、 イ ン タ ー ク ー ラ  
２ と 、 ２ 段 目 圧 縮 機 本 体 ２ ０ と 、 ア フ タ ー ク ー ラ ３ と が 、 こ の 順 で 配 置 さ れ て い る 。 こ れ  
ら は 、 流 路 配 管 ４ ａ ～ ４ ｃ に よ っ て 流 体 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
１ 段 目 圧 縮 機 本 体 １ ０ は 、 大 気 開 放 さ れ た 流 路 配 管 ４ ａ を 通 じ て 吸 気 口 １ １ か ら 空 気 を 吸  
気 し 、 内 部 で 空 気 を 圧 縮 し 、 吐 出 口 １ ２ か ら 吐 出 す る 。 こ の と き 、 吐 出 口 １ ２ か ら 吐 出 さ  
れ た 圧 縮 空 気 は 、 流 路 配 管 ４ ｂ を 通 じ て ２ 段 目 圧 縮 機 本 体 ２ ０ の 吸 気 口 ２ １ に 圧 送 さ れ る  
。
【 ０ ０ ３ ６ 】
１ 段 目 圧 縮 機 本 体 １ ０ と ２ 段 目 圧 縮 機 本 体 ２ ０ と を 流 体 的 に 接 続 す る 流 路 配 管 ４ ｂ に は 、  
イ ン タ ー ク ー ラ ２ が 設 け ら れ て い る 。 イ ン タ ー ク ー ラ ２ で は 、 外 部 か ら の 冷 却 液 と 、 流 路  
配 管 ４ ｂ 内 の 空 気 と の 間 で 熱 交 換 が 行 わ れ 、 流 路 配 管 ４ ｂ 内 の 空 気 が 冷 却 さ れ る 。 イ ン タ  
ー ク ー ラ ２ を 通 過 す る 前 の 流 路 配 管 ４ ｂ 内 の 空 気 は 例 え ば １ ８ ０ ° 程 度 の 高 温 に な っ て い  
る が 、 イ ン タ ー ク ー ラ ２ を 通 過 し た 後 の 流 路 配 管 ４ ｂ 内 の 空 気 は 例 え ば ４ ０ ° 程 度 ま で 冷  
却 さ れ る 。 従 っ て 、 ２ 段 目 圧 縮 機 本 体 ２ ０ に は 、 適 度 に 冷 却 さ れ た 圧 縮 空 気 が 供 給 さ れ る  
。
【 ０ ０ ３ ７ 】
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２ 段 目 圧 縮 機 本 体 ２ ０ は 、 流 路 配 管 ４ ｂ を 通 じ て 吸 気 口 ２ １ か ら 圧 縮 空 気 を 吸 気 し 、 内 部  
で 空 気 を 圧 縮 し 、 吐 出 口 ２ ２ か ら 吐 出 す る 。 吐 出 口 ２ ２ か ら 吐 出 さ れ た 圧 縮 空 気 は 、 流 路  
配 管 ４ ｃ を 通 じ て 工 場 な ど の 供 給 先 に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
２ 段 目 圧 縮 機 本 体 ２ ０ と 供 給 先 （ 図 示 せ ず ） と を 流 体 的 に 接 続 す る 流 路 配 管 ４ ｃ に は 、 ア  
フ タ ー ク ー ラ ３ が 設 け ら れ て い る 。 ア フ タ ー ク ー ラ ３ で は 、 外 部 か ら の 冷 却 液 と 、 流 路 配  
管 ４ ｃ 内 の 空 気 と の 間 で 熱 交 換 が 行 わ れ 、 流 路 配 管 ４ ｃ 内 の 空 気 が 冷 却 さ れ る 。 ア フ タ ー  
ク ー ラ ３ を 通 過 す る 前 の 流 路 配 管 ４ ｃ 内 の 空 気 は 例 え ば １ ８ ０ ° 程 度 の 高 温 に な っ て い る  
が 、 ア フ タ ー ク ー ラ ３ を 通 過 し た 後 の 流 路 配 管 ４ ｃ 内 の 空 気 は 例 え ば ４ ０ ° 程 度 ま で 冷 却  
さ れ る 。 従 っ て 、 供 給 先 に は 、 適 度 に 冷 却 さ れ た 圧 縮 空 気 が 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
上 記 構 成 で は 、 イ ン タ ー ク ー ラ ２ に よ っ て 流 路 配 管 ４ ｂ 内 の 空 気 が 冷 却 さ れ た 際 に 、 流 路  
配 管 ４ ｂ 内 の 空 気 中 の 水 分 が 凝 縮 し 、 流 路 配 管 ４ ｂ 内 に ド レ ン が 発 生 す る 。 ド レ ン は 空 気  
の 流 れ に 乗 っ て ２ 段 目 圧 縮 機 本 体 ２ ０ に 流 入 す る が 、 本 実 施 形 態 で は ２ 段 目 圧 縮 機 本 体 ２  
０ が ド レ ン を 除 去 す る 構 造 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
以 下 、 ２ 段 目 圧 縮 機 本 体 ２ ０ に お け る ド レ ン を 除 去 す る 構 造 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 １  
段 目 圧 縮 機 本 体 １ ０ は 、 一 般 的 な オ イ ル フ リ ー 式 の ス ク リ ュ 型 で あ り 、 以 下 に 示 す ド レ ン  
を 除 去 す る 構 造 を 有 し て い な く て も よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
図 ２ ， ３ を 参 照 し て 、 ２ 段 目 圧 縮 機 本 体 ２ ０ は 、 ケ ー シ ン グ ２ ３ と 、 ケ ー シ ン グ ２ ３ 内 に  
設 け ら れ た 圧 縮 部 ２ ４ お よ び 分 離 部 ２ ５ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
本 実 施 形 態 で は 、 ケ ー シ ン グ ２ ３ は 、 鋳 物 で 構 成 さ れ て お り 、 一 体 の 部 材 で あ る 。 ケ ー シ  
ン グ ２ ３ に は 、 吸 気 口 ２ １ お よ び 吐 出 口 ２ ２ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
圧 縮 部 ２ ４ は 、 オ イ ル フ リ ー 式 の ス ク リ ュ 型 で あ り 、 空 気 を 圧 縮 す る 部 分 で あ る 。 圧 縮 部  
２ ４ に は 、 回 転 軸 部 材 ２ ４ ａ に 軸 支 さ れ た 雌 雄 一 対 の ス ク リ ュ ロ ー タ ２ ４ ｂ が 収 容 さ れ て  
い る 。 回 転 軸 部 材 ２ ４ ａ は 、 図 示 し な い モ ー タ に 機 械 的 に 接 続 さ れ て い る 。 回 転 軸 部 材 ２  
４ ａ は モ ー タ に よ っ て 回 転 さ れ 、 こ れ に 伴 っ て 雌 雄 一 対 の ス ク リ ュ ロ ー タ ２ ４ ｂ が 回 転 さ  
れ て 互 い に 歯 合 す る こ と に よ っ て 空 気 を 圧 縮 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
圧 縮 部 ２ ４ は 、 雌 雄 一 対 の ス ク リ ュ ロ ー タ ２ ４ ｂ が 収 容 さ れ る 圧 縮 室 Ｒ １ を 画 定 す る 圧 縮  
壁 ２ ４ ｃ を 有 し て い る 。 圧 縮 壁 ２ ４ ｃ に は 、 空 気 を 圧 縮 室 Ｒ １ に 導 入 す る 導 入 口 ２ ４ ｄ と  
、 圧 縮 室 Ｒ １ か ら 空 気 を 導 出 す る 導 出 口 ２ ４ ｅ と が 設 け ら れ て い る 。 圧 縮 部 ２ ４ の 導 入 口  
２ ４ ｄ は 、 後 述 す る 分 離 部 ２ ５ と 連 通 し て い る 。 圧 縮 部 ２ ４ の 導 出 口 ２ ４ ｅ は 、 吐 出 口 ２  
２ に 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
ケ ー シ ン グ ２ ３ 内 に お い て 圧 縮 壁 ２ ４ ｃ の 外 側 に は 、 圧 縮 部 ２ ４ を 冷 却 す る た め の 冷 却 液  
が 流 れ る 冷 却 部 ２ ６ が 設 け ら れ て い る 。 冷 却 部 ２ ６ は 、 圧 縮 熱 に よ り 昇 温 し や す い 吐 出 口  
２ ２ 近 傍 に 設 け ら れ て い る 。 冷 却 液 は 、 例 え ば 水 な ど で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
分 離 部 ２ ５ は 、 空 気 か ら ド レ ン を 分 離 す る 部 分 で あ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 分 離 部 ２ ５ は 、  
鉛 直 方 向 （ 図 ２ ， ３ に お け る 上 下 方 向 ） に 延 び る 四 角 筒 状 で あ り 、 圧 縮 部 ２ ４ の 下 方 に 配  
置 さ れ て い る 。 分 離 部 ２ ５ の 内 部 に は 、 所 定 の 大 き さ の 流 路 断 面 積 を 有 す る 分 離 室 Ｒ ２ が  
設 け ら れ て い る 。 分 離 室 Ｒ ２ の 流 路 断 面 積 の 所 定 の 大 き さ は 、 鉛 直 方 向 に 垂 直 な 断 面 に お  
い て 、 空 気 の 流 速 を 終 端 速 度 以 下 に す る 大 き さ で あ る 。 即 ち 、 当 該 断 面 に お け る 分 離 室 Ｒ  
２ の 横 寸 法 Ｄ １ お よ び 縦 寸 法 Ｄ ２ の 積 算 値 と し て 流 路 断 面 積 Ｓ が 規 定 さ れ （ Ｓ ＝ Ｄ １ × Ｄ  
２ ） 、 流 路 断 面 積 Ｓ は 上 方 へ と 流 れ る 空 気 の 流 速 Ｖ が 終 端 速 度 Ｖ ｔ 以 下 （ Ｖ ≦ Ｖ ｔ ） に な  
る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 こ こ で 、 流 路 断 面 積 Ｓ と 、 流 速 Ｖ と の 関 係 は 、 流 路 断 面 積 Ｓ が  
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大 き い ほ ど 流 速 Ｖ が 低 下 す る 関 係 に あ る 。 ま た 、 終 端 速 度 Ｖ ｔ は 、 空 気 中 で 液 滴 が 自 由 落  
下 す る 際 に 空 気 抵 抗 と 釣 り 合 っ て 達 す る 最 高 速 度 の こ と を い い 、 例 え ば ５ ｍ ／ 秒 程 度 と 設  
定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 ２ 段 目 圧 縮 機 本 体 ２ ０ は 、 分 離 部 ２ ５ の 下 方 に 配 置 さ れ 、 分 離 部  
２ ５ で 分 離 し た ド レ ン を 貯 留 す る 貯 留 部 ２ ７ を 有 し て い る 。 貯 留 部 ２ ７ は 、 ケ ー シ ン グ ２  
３ 内 に お い て 分 離 部 ２ ５ と 一 体 的 に 構 成 さ れ て い る 。 貯 留 部 ２ ７ は 、 有 底 筒 状 の 構 造 を 有  
し て い る 。 貯 留 部 ２ ７ の 深 さ は 、 吸 気 口 ２ １ か ら 十 分 に 深 く 、 ド レ ン が 溜 め ら れ る よ う に  
な っ て い る 。 貯 留 部 ２ ７ の 底 に は 、 排 出 口 ２ ８ お よ び 排 出 弁 ２ ９ が 設 け ら れ て い る 。 従 っ  
て 、 必 要 に 応 じ て 排 出 弁 ２ ９ を 開 い て 排 出 口 ２ ８ か ら ド レ ン を 排 出 で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
図 ２ ， ３ を 参 照 し て 、 ２ 段 目 圧 縮 機 本 体 ２ ０ の 内 部 で の 空 気 の 流 れ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
吸 気 口 ２ １ か ら 分 離 部 ２ ５ に ド レ ン を 含 む 圧 縮 空 気 が 流 入 す る （ 破 線 お よ び 実 線 の 矢 印 Ａ  
１ 参 照 ） と 、 分 離 室 Ｒ ２ 内 で ド レ ン が 自 重 で 落 下 し 、 圧 縮 空 気 か ら ド レ ン が 分 離 さ れ る （  
破 線 矢 印 Ａ ２ 参 照 ） 。 ド レ ン が 分 離 さ れ た 圧 縮 空 気 は 、 上 方 に 向 か っ て 圧 縮 部 ２ ４ の 導 入  
口 ２ ４ ｄ へ と 流 れ る （ 実 線 矢 印 Ａ ３ 参 照 ） 。 導 入 口 ２ ４ ｄ か ら 圧 縮 部 ２ ４ へ と 導 入 さ れ た  
空 気 （ 実 線 矢 印 Ａ ４ 参 照 ） は 、 圧 縮 部 ２ ４ に て 圧 縮 さ れ な が ら 導 出 口 ２ ４ ｅ へ と 流 れ る （  
実 線 矢 印 Ａ ５ 参 照 ） 。 圧 縮 部 ２ ４ で 圧 縮 さ れ た 空 気 は 、 導 出 口 ２ ４ ｅ か ら 導 出 さ れ （ 実 線  
矢 印 Ａ ６ 参 照 ） 、 吐 出 口 か ら 吐 出 さ れ る （ 実 線 矢 印 Ａ ７ 参 照 ）
【 ０ ０ ５ ０ 】
本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 以 下 の 作 用 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
２ 段 目 圧 縮 機 本 体 ２ ０ に お い て 、 分 離 部 ２ ５ に よ っ て 圧 縮 ガ ス か ら ド レ ン を 分 離 で き る た  
め 、 圧 縮 部 ２ ４ へ の ド レ ン の 流 入 を 抑 制 で き る 。 特 に 、 ２ 段 目 圧 縮 機 本 体 ２ ０ 自 体 が 分 離  
部 ２ ５ を 有 し て い る た め 、 流 路 配 管 ４ ｂ 内 の 流 速 を 低 下 さ せ る 必 要 が な い 。 即 ち 、 ２ 段 目  
圧 縮 機 本 体 ２ ０ に ド レ ン が 流 入 し て も 、 ２ 段 目 圧 縮 機 本 体 ２ ０ 内 で ド レ ン を 分 離 除 去 で き  
る 。 従 っ て 、 流 路 配 管 ４ ｂ の 流 路 断 面 積 の 大 き さ を 自 由 に 設 計 で き 、 流 路 配 管 ４ ｂ の 大 型  
化 を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
ま た 、 分 離 部 ２ ５ が 圧 縮 部 の 下 方 に 配 置 さ れ て い る た め 、 ド レ ン の 圧 縮 部 ２ ４ へ の 流 入 を  
一 層 抑 制 で き る 。 分 離 部 ２ ５ で は 、 ド レ ン が 自 重 で 落 下 し 、 ガ ス か ら ド レ ン が 分 離 さ れ る  
。 そ の た め 、 分 離 部 ２ ５ で 落 下 す る ド レ ン が 圧 縮 部 ２ ４ か ら 遠 ざ か る 方 向 に 移 動 す る こ と  
に な る た め 、 ド レ ン の 圧 縮 部 ２ ４ へ の 流 入 を 一 層 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
ま た 、 分 離 部 ２ ５ に お け る ガ ス の 流 速 を 終 端 速 度 以 下 に し て い る た め 、 ガ ス の 流 れ に 逆 ら  
っ て ド レ ン が 落 下 で き る 。 従 っ て 、 ド レ ン が 圧 縮 部 ２ ４ へ と 流 入 す る こ と な く 、 ド レ ン を  
ガ ス か ら 分 離 で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
ま た 、 ２ 段 目 圧 縮 機 本 体 ２ ０ が 貯 留 部 を 有 し て い る た め 、 貯 留 部 ２ ７ か ら ド レ ン を 回 収 で  
き る 。 従 っ て 、 ド レ ン 量 を 管 理 で き る と と も に 、 回 収 し た ド レ ン を 必 要 に 応 じ て 活 用 す る  
こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
（ 第 １ 変 形 例 ）
図 ４ を 参 照 し て 、 上 記 実 施 形 態 の 第 １ 変 形 例 を 説 明 す る 。 図 ４ は 、 上 記 実 施 形 態 を 示 す 図  
３ に 対 応 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
本 変 形 例 で は 、 導 入 口 ２ ４ ｄ お よ び 吸 気 口 ２ １ が 互 い に 直 視 で き る 位 置 関 係 に な い 非 直 視  
流 路 構 造 が 設 け ら れ て い る 。 非 直 視 流 路 構 造 は 、 空 気 が 吸 気 口 ２ １ か ら 導 入 口 ２ ４ ｄ へ と  
直 接 的 （ 直 線 的 ） に 流 れ な い よ う に し て い る 構 造 を い う 。
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【 ０ ０ ５ ７ 】
非 直 視 流 路 構 造 は 、 導 入 口 ２ ４ ｄ と 吸 気 口 ２ １ と の 間 に お い て 、 吸 気 口 ２ １ か ら 導 入 口 ２  
４ ｄ へ と 直 接 的 （ 直 線 的 ） に 向 か う 空 気 の 流 れ を 阻 害 す る 邪 魔 板 ２ ５ ａ を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
図 ４ に お い て 、 邪 魔 板 ２ ５ ａ は 、 概 略 Ｌ 字 形 を し て お り 、 吸 気 口 ２ １ の 上 側 で 吸 気 方 向 （  
破 線 お よ び 実 線 矢 印 Ａ １ 参 照 ） に 延 び る 上 板 ２ ５ ｂ と 、 当 該 吸 気 方 向 に 直 交 す る 方 向 に 延  
び る 対 向 板 ２ ５ ｃ と を 有 し て い る 。 上 板 ２ ５ ｂ に よ っ て 、 吸 気 口 ２ １ か ら 導 入 口 ２ ４ ｄ へ  
と 空 気 が 直 線 的 に 流 れ る こ と を 阻 害 し て い る 。 ま た 、 吸 気 口 ２ １ か ら 吸 気 さ れ た ド レ ン を  
含 む 空 気 が 対 向 板 ２ ５ ｃ に 衝 突 す る こ と に よ っ て 、 ド レ ン が 対 向 板 ２ ５ ｃ に 付 着 し 、 対 向  
板 ２ ５ ｃ を 伝 っ て 貯 留 部 ２ ７ へ と 流 れ 落 ち る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
本 変 形 例 に よ れ ば 、 非 直 視 流 路 構 造 に よ っ て 、 吸 気 口 ２ １ か ら 導 入 さ れ た ド レ ン を 含 む 圧  
縮 ガ ス が 直 接 的 （ 直 線 的 ） に 導 入 口 ２ ４ ｄ に 流 れ る こ と を 防 止 で き る 。 従 っ て 、 ド レ ン の  
圧 縮 部 ２ ４ へ の 流 入 を 一 層 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
代 替 的 に は 、 非 直 視 流 路 構 造 は 、 邪 魔 板 ２ ５ ａ を 含 ま な く て も よ い 。 例 え ば 、 圧 縮 部 ２ ４  
ま た は 冷 却 部 ２ ６ の よ う な ２ 段 目 圧 縮 機 本 体 ２ ０ の 一 部 が 吸 気 口 ２ １ と 導 入 口 ２ ４ ｄ と の  
間 に 配 置 さ れ て も よ い し 、 吸 気 口 ２ １ か ら 導 入 口 ２ ４ ｄ が 直 視 で き な い よ う に 単 純 に 位 置  
関 係 を 設 計 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
（ 第 ２ 変 形 例 ）
図 ５ を 参 照 し て 、 上 記 実 施 形 態 の 第 ２ 変 形 例 を 説 明 す る 。 図 ５ は 、 上 記 実 施 形 態 を 示 す 図  
３ に 対 応 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
本 変 形 例 で は 、 分 離 部 ２ ５ と 貯 留 部 ２ ７ と の 間 に 多 孔 板 ２ ７ ａ が 設 け ら れ て い る 。 多 孔 板  
２ ７ ａ は 、 多 く の 小 孔 が 設 け ら れ た 薄 い 板 で あ る 。 例 え ば 、 多 孔 板 ２ ７ ａ は 、 い わ ゆ る パ  
ン チ ン グ メ タ ル と 称 さ れ る よ う な ス テ ン レ ス 板 を 穿 孔 し た 部 材 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
多 孔 板 ２ ７ ａ の 設 置 方 法 は 、 特 に 限 定 さ れ ず 、 貯 留 部 ２ ７ の 所 定 の 深 さ 位 置 に 固 定 さ れ て  
も よ い し 、 ド レ ン が 貯 留 部 に 溜 ま っ た 際 に 浮 か ぶ よ う に 貯 留 部 ２ ７ の 底 に 単 に 載 置 し て い  
て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
本 変 形 例 に よ れ ば 、 多 孔 板 ２ ７ ａ に よ っ て 貯 留 部 ２ ７ に 貯 留 さ れ た ド レ ン が 空 気 の 流 れ に  
の っ て 持 ち 上 げ ら れ る こ と を 抑 制 で き る た め 、 ド レ ン へ の 圧 縮 部 ２ ４ へ の 流 入 を 一 層 抑 制  
で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
（ 第 ３ 変 形 例 ）
図 ６ を 参 照 し て 、 上 記 実 施 形 態 の 第 ３ 変 形 例 を 説 明 す る 。 図 ６ は 、 上 記 実 施 形 態 を 示 す 図  
２ に 対 応 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
本 変 形 例 で は 、 貯 留 部 ２ ７ は 、 ド レ ン に 対 す る 耐 腐 食 性 能 を 有 し て い る 。 前 述 の 通 り 、 ケ  
ー シ ン グ ２ ３ は 、 鋳 物 で あ る た め 、 ド レ ン に よ っ て 錆 な ど の 腐 食 を 生 じ る お そ れ が あ る 。  
こ れ に 対 し 、 本 変 形 例 で は 、 貯 留 部 ２ ７ が ド レ ン に 対 す る 耐 腐 食 性 能 を 有 し て い る た め 、  
貯 留 部 ２ ７ に お い て 錆 な ど の 腐 食 が 生 じ る こ と を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
耐 腐 食 性 能 を 貯 留 部 ２ ７ に 付 与 す る た め に は 、 図 ６ の 太 線 部 を 参 照 し て 、 耐 腐 食 性 能 を 有  
す る 塗 料 を 貯 留 部 ２ ７ の 内 面 に 塗 布 し て も よ い し 、 ス テ ン レ ス な ど の 耐 腐 食 性 能 を 有 す る  
材 料 で 貯 留 部 ２ ７ の 内 面 を コ ー テ ィ ン グ し て も よ い し 、 貯 留 部 ２ ７ の 内 面 に 沿 う よ う に 耐  
腐 食 性 能 を 有 す る 材 料 で 形 成 さ れ た カ ッ プ を 設 置 し て も よ い 。 な お 、 図 ６ の 例 で は 、 貯 留  
部 ２ ７ だ け で な く 分 離 部 ２ ５ の 一 部 に も 耐 腐 食 性 能 を 付 与 し て い る 。
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【 ０ ０ ６ ８ 】
（ 第 ４ 変 形 例 ）
図 ７ を 参 照 し て 、 上 記 実 施 形 態 の 第 ４ 変 形 例 を 説 明 す る 。 図 ７ は 、 上 記 実 施 形 態 を 示 す 図  
２ に 対 応 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
本 変 形 例 で は 、 貯 留 部 ２ ７ が 形 成 さ れ て い る ケ ー シ ン グ ２ ３ の 一 部 ２ ３ ａ は 、 圧 縮 部 ２ ４  
が 設 け ら れ た ケ ー シ ン グ ２ ３ の 本 体 ２ ３ ｂ に 対 し て 着 脱 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
上 記 着 脱 可 能 な 構 成 は 、 公 知 の 任 意 の 方 法 に よ っ て 実 現 さ れ 得 る 。 例 え ば 、 ね じ 止 め に よ  
っ て 実 現 さ れ て も よ い し 、 ね じ を 使 用 す る こ と な く 機 構 的 に 着 脱 可 能 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
本 変 形 に よ れ ば 、 貯 留 部 ２ ７ の 交 換 が 容 易 と な る 。 ま た 、 貯 留 部 ２ ７ を 圧 縮 部 ２ ４ と は 別  
の 材 質 で 構 成 で き る た め 、 第 ３ 変 形 例 に 示 す よ う に 貯 留 部 ２ ７ に 耐 腐 食 性 能 を 容 易 に 付 与  
す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
ま た 本 変 形 例 で は 、 分 離 部 ２ ５ お よ び 貯 留 部 ２ ７ は 、 中 心 軸 Ｃ Ｌ を 有 す る 円 筒 状 で あ る 。  
分 離 部 ２ ５ に 対 す る 吸 気 口 ２ １ の 吸 気 方 向 は 、 中 心 軸 Ｃ Ｌ に 向 け ら れ て お ら ず 、 分 離 部 ２  
５ を 構 成 す る 円 筒 状 の 内 面 に 向 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
本 変 形 に よ れ ば 、 分 離 部 ２ ５ の 円 筒 状 の 内 面 に 沿 っ て 空 気 が 流 動 す る 。 空 気 に 含 ま れ る ド  
レ ン は 、 当 該 内 面 と の 接 触 に よ り 内 面 上 に 付 着 し 、 内 面 を 伝 っ て 流 れ 落 ち る 。 従 っ て 、 空  
気 か ら ド レ ン を 一 層 分 離 で き 、 ド レ ン の 圧 縮 部 ２ ４ へ の 流 入 を 一 層 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
以 上 よ り 、 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 形 態 お よ び そ の 変 形 例 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上  
記 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 こ の 発 明 の 範 囲 内 で 種 々 変 更 し て 実 施 す る こ と が で き  
る 。 例 え ば 、 個 々 の 実 施 形 態 や 変 形 例 の 内 容 を 適 宜 組 み 合 わ せ た も の を 、 こ の 発 明 の 一 実  
施 形 態 と し て も よ い 。 特 に 、 第 ４ 変 形 例 に お い て 着 脱 可 能 に 構 成 さ れ た ケ ー シ ン グ ２ ３ の  
一 部 ２ ３ ａ は 、 少 な く と も 貯 留 部 ２ ７ に お い て ド レ ン に 対 す る 耐 腐 食 性 能 を 有 し て も よ い  
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ５ 】
１   圧 縮 機
２   イ ン タ ー ク ー ラ
３   ア フ タ ー ク ー ラ
４ ａ ～ ４ ｃ   流 路 配 管
１ ０   １ 段 目 圧 縮 機 本 体
１ １   吸 気 口
１ ２   吐 出 口
２ ０   ２ 段 目 圧 縮 機 本 体
２ １   吸 気 口
２ ２   吐 出 口
２ ３   ケ ー シ ン グ
２ ３ ａ   ケ ー シ ン グ の 一 部
２ ３ ｂ   ケ ー シ ン グ の 本 体
２ ４   圧 縮 部
２ ４ ａ   回 転 軸 部 材
２ ４ ｂ   ス ク リ ュ ロ ー タ
２ ４ ｃ   圧 縮 壁
２ ４ ｄ   導 入 口
２ ４ ｅ   導 出 口



10

20

30

40

50

JP 2022-51100 A 2022.3.31(10)

２ ５   分 離 部
２ ５ ａ   邪 魔 板
２ ５ ｂ   上 板
２ ５ ｃ   対 向 板
２ ６   冷 却 部
２ ７   貯 留 部
２ ７ ａ   多 孔 板
２ ８   排 出 口
２ ９   排 出 弁
Ｒ １   圧 縮 室
Ｒ ２   分 離 室
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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